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 (3) 主桁変位の設計値 

 1) 変位量の設計値 

施工が進むにつれての主桁の変位形状は、図-5.2.10 に示すとおりである。これは、当

該橋の設計計算書における主桁の変位量（たわみ）を集計して、クリープ終了時の主桁の

変位がゼロになるように，あらかじめ型枠の設置高さを設定したものである。また、施工

ステップごとの各径間主桁中央断面位置の変位を表-5.2.4に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-5.2.10 主桁の変位形状 

 
表-5.2.4 主桁の各径間中央断面の変位の設計値     （単位：mm） 

 第１径間 第２径間 第３径間 第４径間

sec-7 sec-20 sec-33 sec-45 

第１区間 型枠ｾｯﾄ STEP-1 -29.4    

自重   79.3    

緊張  -70.2    

打設･緊張 STEP-2 -20.3    

第２区間 型枠ｾｯﾄ STEP-3 -11.4  -9.9   

 自重  -20.9  49.1   

 緊張   12.8 -36.8   

打設･緊張 STEP-4 -19.5   2.4   

第３区間 型枠ｾｯﾄ STEP-5 -22.9   8.3 -26.9  16.1 

 自重    4.5 -13.0  33.5  -2.5 

 緊張   -3.1   9.0 -27.9  -3.0 

打設･緊張 STEP-6 -21.5   4.3 -21.3  10.6 

橋面工 橋面    8.1  -1.2   8.4  -4.6 

橋面工 STEP-7 -13.4   3.1 -12.9   6.0 

最終 ｸﾘｰﾌﾟ終了 STEP-8   0.0   0.0   0.0   0.0 
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  2) 弾性変化がない期間の支保工反力変化の考察 

弾性変化がない期間（3月 20 日～4月 22 日、4月 24 日～4月 27 日）も、図-5.2.8 や表

-5.2.3 のように反力の計測値が増加している。２リフト打設後の反力増は、図-5.2.18に

示すように日平均気温の変化と類似（平均気温 5℃上昇で反力が 10kN 増）しており、これ

は、２リフトを打設することで主桁剛性が大きくなり、温度変化による支柱の伸びを拘束

して支柱に圧縮力が付加したことが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-5.2.18 気温と日照時間の推移 

 
しかし、支柱反力増の要因として以下の①から④を検証したが、いずれも要因に合わな

い現象が起きており、要因を確定するには至っていない。 
  ①日平均気温の変化･･･図-5.2.18のように、各日とも 10℃以上の気温変化があるが、

支柱反力は気温変化に追随していない。 
  ②支柱Ａの温度膨張･･･図-5.2.19 のように、南面の支柱Ａには直射日光が照射したと

思われるが、直射日光が当たらない支柱Ｃの反力も増加している。 
  ③上床版の反り･･･図-5.2.19 のように、上床版が温度上昇で上反りしたことが考えら

れるが、支柱Ｂの反力が減少していない。 
  ④資機材の搬入･･･高欄施工用の資機材を橋面上に搬入することで反力が増加するが、

夜間も持続的に反力が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.19 支柱反力増の要因 
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8) Ｐ３横桁近傍の箱桁内部のひび割れ指数 

 Ｐ３横桁近傍の箱桁内部について、橋軸方向と直角方向のひび割れ指数を図-5.2.46 に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

         図-5.2.46 ひび割れ指数 

 

 外ウェブの橋軸方向のひび割れ指数履歴を図-5.2.47 と図-5.2.48 に示す。１リフト中

間（⑤）は、生コン打設翌日の一時期にひび割れが発生しやすいが、長期的には圧縮応力

状態となる。２リフトハンチ付近（③）は、温度降下時の収縮が１リフトに拘束されるた

めに引張応力が残留する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-5.2.47 ひび割れ指数（１リフト）  図-5.2.48 ひび割れ指数（２リフト） 

 

 実構造物に発生したひび割れは、写真-5.2.2

に示すとおりで、２リフトの上床版とウェブが

橋軸方向に引っ張られたことを示唆している。

ひび割れ指数からは、ひび割れが発生するとは

考え難い。しかし、橋軸方向に 2.0N/mm2近い

引張応力が生じる結果となっており、箱桁内の

雰囲気温度の設定違いや1リフトと2リフトの

収縮差が 1リフトで拘束されたことなどが、ひ

び割れ発生の要因となった可能性がある。 

写真-5.2.2 箱桁内部のひび割れ 
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(2) 鉄筋・コンクリートひずみとコンクリート温度の計測結果 

鉄筋とコンクリートのひずみＳは、ひずみゲージと測定器の間のリード線を長く結線す

ると、リード線の線抵抗により見かけ上ゲージ率が低下するため、各ひずみゲージの計測

値Ｓoに以下の補正をおこなった値とする。各ひずみゲージの補正係数を表-5.3.5に示す。 

Ｓ＝Ｃo×Ｓo 

      Ｃo：測定器の係数設定値 

      Ｓo：ひずみ計測値 

  Ｃo＝2.00／(Ｋ×Ａ) 

     Ｋ：ゲージ率（鉄筋ゲージ＝2.12，ｺﾝｸﾘｰﾄゲージ＝1.96） 

     Ａ：リード線の補正係数 

        Ａ＝Ｒ／(Ｒ＋γ･Ｌ／2) 

           Ｒ：ゲージ抵抗（＝120Ω） 

           γ：リード線 1m当たりの往復の抵抗値（＝0.44Ω/m） 

           Ｌ：リード線の長さ（m） 

 

表-5.3.5 ゲージの補正係数 

ﾁｬﾝﾈﾙ ゲージ名 称 ﾘｰﾄﾞ線 ﾁｬﾝﾈﾙ ゲージ名 称 ﾘｰﾄﾞ線 

Ｌ(m) Ａ Ｌ(m) Ａ 

鉄筋ゲージ（2BL 用） 鉄筋ゲージ（10BL 用） 

 2, 3  2B-US-L1d 25.5 0.9553 52,53 10B-US-L9d 20.2 0.9643 

 4, 5  2B-US-LCd 33.0 0.9430 54,55 10B-US-L9r 20.2 0.9643 

 6, 7  2B-US-L3a 44.5 0.9246 56,57 10B-US-L11a 32.4 0.9439 

 8, 9  2B-US-C3a 37.0 0.9365 58,59 10B-US-R9d 23.0 0.9595 

10,11  2B-US-R1d 25.5 0.9553 60,61 10B-US-R11a 27.5 0.9520 

12,13  2B-US-R3a 34.5 0.9405 62,63 10B-W-C9d 17.5 0.9689 

14,15  2B-W-C1d 18.0 0.9681 64,65 10B-W-C11a 22.5 0.9604 

16,17  2B-W-C3a 23.0 0.9595 66,67 10B-LS-L9d 17.5 0.9689 

18,19  2B-LS-L1d 18.0 0.9681 68,69 10B-LS-L9r 17.5 0.9689 

20,21  2B-LS-LCd 18.0 0.9681 70,71 10B-LS-L11a 22.5 0.9604 

22,23  2B-LS-L3a 23.0 0.9595     

24,25  2B-LS-C3a 23.0 0.9595     

ｺﾝｸﾘｰﾄゲージ（2BL 用） ｺﾝｸﾘｰﾄゲージ（10BL 用） 

30-32  2B-Co-U 15.0 0.9732 76-78 10B-Co-U 13.0 0.9767 

33-35  2B-Co-C 15.0 0.9732 79-81 10B-Co-C 13.0 0.9767 
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